
倉
敷
伝
建
地
区
の
歩
み



ご
あ
い
さ
つ

大
森
久
雄
先
生
の
著
作
を「
備
中
倉
敷
学
」
か
ら
出
版
さ
せ
て
い
た
だ
く
に
当
た
り
、
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

「
備
中
倉
敷
学
」は
、平
成
十
七
年
十
月
に
発
足
。倉
敷
公
民
館
に
お
い
て
毎
月
一
回
、講
演
会
を
開
い
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
初
頭
に
百
回
を
超
え
ま
し
た
。

大
森
久
雄
先
生
は
当
会
発
足
当
時
か
ら
、
顧
問
と
し
て
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
講
師
の
先
生
を
選
任
す
る

作
業
に
お
い
て
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
自
身
も
何
度
か
演
題
に
立
た
れ
ま
し
た
。
あ

る
と
き
、
私
か
ら
先
生
に「
美
観
地
区（
伝
建
地
区
）
の
こ
と
を
書
い
て
頂
け
ま
せ
ん
か
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
先

生
は｢

な
ん
と
か
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う｣

と
い
う
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

出
来
あ
が
っ
た
本
書
は
、
一
般
の
方
に
も
分
か
り
や
す
い
簡
潔
な
文
章
で
す
。
更
に
、
例
え
ば「
倉
敷
と
空
襲
」

な
ど
で
、
従
来
は
常
識
と
さ
れ
て
き
た
伝
聞
や
言
い
伝
え
に
対
し
て
も
正
確
な
論
述
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
本
書

は
、
伝
建
地
区
の
歴
史
を
語
る
上
で
必
読
の
書
で
あ
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
大
森
先
生
は
こ
の
原
稿
を
ま
と
め
ら
れ
た
後
に
入
院
さ
れ
、
療
養
中
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
入

力
と
写
真
や
表
な
ど
の
資
料
挿
入
は
、
大
賀
久
正
氏
、
工
藤
博
氏
、
砂
川
恵
輔
氏
、
大
塚
文
子
氏
の
ご
協
力
を
得
ま

し
た
。
ま
た
、
最
終
的
な
校
正
は
山
本
太
郎
氏
、
宇
野
忠
義
氏
、
渡
辺
隆
男
氏
、
吉
原
睦
氏
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
森
久
雄
先
生
の
ご
回
復
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

備
中
倉
敷
学
会
長　

村
田
隆
禅
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はしがき

美観地区エリア

は
し
が
き

わ
が
町
、
倉
敷
の
伝
建
地
区
の
歩
み
を
ま
と
め
た
。

伝
建
地
区
と
は
、
昭
和
五
十
三
年（
一
九
七
八
）九
月
に
作
ら
れ
た「
倉
敷
市
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
条

例
」（
伝
建
条
例
）
に
い
う
保
存
地
区
で
あ
る
。
東
町
、
本
町
、
中
央
一
丁
目
、
阿
知
二
丁
目
に
及
ぶ（
地
図
参
照
）。

市
の
町
並
み
保
存
行
政
で
は
、
国
の
景
観
法
に
基
づ
き
、
保
存
地
区
を
次
の
よ
う
に
区
分
し
て
い
る
。

　

●
景
観
地
区

　
　

第
一
種
美
観
地
区（
伝
建
地
区
）

　
　

第
二
種
美
観
地
区（
伝
統
美
観
保
存
地
区
。
伝
美
地
区
）

　

●
背
景
地
区

伝
建
地
区
は
江
戸
時
代
の
倉
敷
村
で
あ
り
、
明
治
以
後
の
村
町
市
制
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
現
在
は
俗
に
美
観
地

区
と
呼
ば
れ
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
の『
倉
敷
伝
建
地
区
の
歩
み
』は『
新
修
倉
敷
市
史
』全
十
三
巻
を
基
に
し
、項
目
別
の
通
史
に
し
た
。
そ
の
た
め
、

史
料
文
献
は
い
ち
い
ち
記
入
し
て
い
な
い
。
巻
末
に
略
年
表
を
付
し
た
。

ま
た
、
と
り
わ
け
文
化
史
に
目
を
向
け
、
や
や
詳
し
く
説
明
し
た
。

　
　
　

平
成
二
十
六
年（
二
〇
一
四
）　

三
月

大
森
久
雄
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倉敷史を調べた人 （々一）

倉
敷
史
を
調
べ
た
人
々
　（
一
）

江
戸
時
代
か
ら
明
治
中
期
ま
で
、
倉
敷
の
歴
史
を
調
べ
た
人
は
い
な
い
。
幕
末
の『
備
中
集
成
志
』
や『
備
中
誌
』

に
地
名
、
寺
、
社
の
略
記
が
見
え
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

明
治
末
期
、
東
町
の
雑
穀
商
大お
お

森も
り

一い
ち

治じ

が
郷
土
史
研
究
を
提
唱
し
実
行
し
た
。
大
正
七
年（
一
九
一
八
）、
木き

山や
ま

巌い
わ

太た

郎ろ
う

著『
倉く
ら

子し

城き

史し

談だ
ん

』
が
発
行
さ
れ
た
。
ま
と
ま
っ
た
倉
敷
史
の
初
め
と
い
え
る
。
そ
の
沿
革
分
野
は
大
森
が

集
め
た
資
料
に
よ
っ
て
い
て
堅
実
で
あ
る
。
他
の
分
野
は
著
者
所
蔵
史
料
が
多
用
さ
れ
、
日
野
屋
木
山
家
の
お
家
自

慢
が
目
立
つ
俗
書
に
な
っ
て
い
る
。

大
正
十
五
年（
一
九
二
六
）皇
太
子
来
町
に
際
し
、
井
上
伯
一
編『
倉
敷
町
沿
革
史
』
が
出
版
さ
れ
、
町
は『
倉
敷

町
勢
要
覧
』
を
献
上
し
た
。
後
者
の
沿
革
編
は
大
森
が
執
筆
し
た
。

昭
和
二
年（
一
九
二
七
）、
倉
敷
町
は
万ま

寿す

・
大お
お

高た
か

両
村
と
合
併
し
た
。
合
併
前
の
町
政
関
係
者
に
よ
り
、
倉
敷

自
治
顕
彰
会
が
作
ら
れ
、
会
長
原は
ら

澄す
み

治じ

の
提
唱
を
受
け
、
合
併
前
の
町
史

編
集
が
始
め
ら
れ
た
。

県
師
範
学
校
教
諭
永な

が

山や
ま

卯う

三さ
ぶ

郎ろ
う

に
話
が
持
ち
込
ま
れ
た
。
永
山
は
多
忙

の
た
め
、
菅か
ん

正し
ょ
う

十じ
ゅ
う

郎ろ
う

を
紹
介
し
た
。
菅
は
地
元
の
大
森
と
協
力
し
史
料

調
査
に
取
り
組
ん
だ
。

数
年
後
の
昭
和
八
年
秋
、
江
戸
時
代
に
長
く
庄
屋
を
勤
め
た
紀
国
屋
小

『倉子城史談』（岡山県立図書館所蔵）
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倉敷史を調べた人 （々二）

野
家
の
文
書
が
公
開
さ
れ
た
。
そ
の
整
理
、
解
読
中
に
大
森
は
没
し
、

そ
の
後
、
菅
は
町
・
市
史
稿
を
執
筆
し
た
。
し
か
し
、
戦
争
の
時
代
に

も
な
り
、
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
。

戦
後
、
菅
も
没
し
た
。
永
山
は
合
併
町
村
史
を
含
め
、
市
史
原
稿
を

作
り
、市
当
局
に
出
版
を
迫
っ
た
。
そ
れ
が
昭
和
三
十
五
年（
一
九
六
〇
）

か
ら
保
存
版
二
十
五
冊
と
し
て
発
行
さ
れ
た
。
永
山
著
と
な
っ
て
い
る

の
は
正
し
く
な
い
。
江
戸
時
代
の
年
代
記
は
菅
の
市
史
稿
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
文
芸
分
野
は
大
森
執
筆
稿
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
後
、
倉
敷
地
方
史
研
究
会（
会
長　

宗
沢
節
雄
）
に
よ
り
訂
正
さ
れ
索
引
が
つ
け
ら
れ
、
昭
和
四
十
八

年（
一
九
七
三
）全
十
三
冊
と
し
て
名
著
出
版
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
永
山
編
著
と
な
っ
て
い
る
。

永
山
は
戦
前
、
吉
備
考
古
会
に
よ
り
遺
跡
、
遺
物
の
調
査
を
進
め
た
。『
岡
山
県
通
史
』・『
岡
山
県
金
石
史
』（
昭

和
五
年
）『
吉
備
郡
史
』（
昭
和
十
二
年
）
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
戦
後
、
鎌
木
義
昌
が
市
内
の
貝
塚
を
発
掘
し
、
倉

敷
考
古
館
に
勤
め
た
。
そ
の
後
、
間ま

壁か
べ

忠た
だ

彦ひ
こ

・
葭よ
し

子こ

が
館
を
継
ぎ
、
精
力
的
に
調
査
・
研
究
に
取
り
組
む
。
そ
の
成

果
は『
倉
敷
考
古
館
研
究
集
録
』（
同
四
十
一
年
創
刊
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

倉
敷
市
は
埋
蔵
文
化
財
調
査
を
教
育
委
員
会
文
化
課
で
行
っ
た
。
平
成
五
年
か

ら
倉
敷
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
て
い
る
。

こ
の
間
、
倉
敷
出
身
の
社
会
主
義
者
山
川
均
の
自
伝（『
あ
る
凡
人
の
記
録
』昭

和
二
十
六
年
、
後
の『
山
川
均
自
伝
』昭
和
三
十
六
年
）
や
若
き
学
徒
、
内な
い

藤と
う

正せ
い

中
ち
ゅ
う

の「
備
中
倉
敷
に
於
け
る
新
禄
・
古
禄
の
抗
争
」（
同
二
十
八
年
）等
の
論
文
が
発
表

さ
れ
た
。

角か
ど

田た

直な
お

一い
ち

著『
倉
敷
浅
尾
騒
動
記
』（
昭
和
三
十
九
年
）
は
立
石
孫
一
郎
ら
の
代

官
陣
屋
襲
撃
事
件
の
経
過
を
丁
寧
に
追
い
、
文
学
の
香
り
高
い
歴
史
叙
述
と
と
も

に
出
色
の
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
。

歴
史
家
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
異
色
な
郷
土
読
本
と
も
言
う
べ
き
歴
史
書

が
、
倉
敷
市
の
教
職
員
を
中
心
に
し
て
、
倉
敷
教
員
組
合
の
発
行
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
。
倉
敷
郷
土
誌
編
纂
委
員
会

編『
伸
び
行
く
倉
敷
』（
昭
和
二
十
七
年
）
で
あ
る
。

戦
後
の
社
会
学
の
研
究
調
査
を
踏
ま
え
た
歴
史
と
産
業
、
生
活
、
文
化
に
つ
い
て
広
く
把
握
し
て
お
り
、
社
会
教

育
の
素
材
と
し
て
普
及
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

倉
敷
史
を
調
べ
た
人
々
　（
二
）

大
森
の
後
を
継
い
だ
の
は
、
東
町
の
骨
董
商
、
温
故
堂
の
黒
川
清
一
で
あ

る
。
物
知
り
で
憶
え
が
よ
く
、
実
地
調
査
を
重
視
し
、『
倉
敷
歌
人
伝
』 （
昭

和
三
十
八
年
）等
を
著
し
た
。

昭
和
三
十
九
年（
一
九
六
四
）、
角
田
、
黒
川
、
原
三
正
ら
倉
敷
地
方
の

郷
土
史
家
に
よ
り
、
倉
敷
史
談
会
が
作
ら
れ
、『
倉
子
城
』
が
発
行
さ
れ
た
。

角田『倉敷浅尾騒動記』『倉子城』創刊号
大森『倉敷町史編輯日記』

（倉敷市所蔵大森家文書）永山編著『倉敷市史』



13 12

倉敷史を調べた人 （々二）

次
い
で
昭
和
四
十
六
年
に
は
市
文
化
連
盟
か
ら『
倉
敷
春
秋
』
が
出
さ
れ
、

倉
敷
が
観
光
地
に
な
る
動
き
と
併
せ
て
、
郷
土
史
再
発
見
、
流
行
期
に
入
っ

た
。
同
五
十
五
年
に
は
倉
敷
地
方
史
研
究
会
の『
探
古
』
も
創
刊
さ
れ
た
。

三
誌
へ
の
こ
の
地
に
か
か
わ
る
主
な
執
筆
者
は（
表
１
）
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
間
で
は
、
三み

宅や
け

千ち

秋あ
き

著『
倉
敷
の
干
拓
』（
昭
和
五
十
一
年
）、
竹
中

正
夫
著『
倉
敷
の
文
化
と
キ
リ
ス
ト
教
』（
同
五
十
四
年
）
が
労
作
で
あ
る
。

ま
た
、
井
上
賢
一
著『
倉
子
城
遺
聞
』（
昭
和
五
十
六
年
）
や
森
田
平
三
郎

著『
倉
敷
雑
記
』（
同
）、
芳
本
重
次
郎
著『
備
中
の
倉
敷
こ
ぼ
れ
話
』（
平
成

十
二
年
）
が
出
版
さ
れ
た
。
井
上
雄ゆ
う

風ふ
う

は
市
内
外
の
石
造
物
の
拓
本
集
成
に

取
り
組
む
。
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

平
成
元
年（
一
九
八
九
）倉
敷
市
は
児
島
、
玉
島
と
の
三
市
合
併
二
十

周
年
を
記
念
し
て
、
新
し
い
市
史
編
集
を
始
め
た
。
市
史
編
さ
ん
室
が
置
か
れ
、
専
門
の
職
員
、
執
筆
者
が
選
ば

れ
、
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
た
。
研
究
の
成
果
は
紀
要『
倉
敷
の
歴
史
』（
同
三
年
創
刊
）
に
反
映
さ
れ
た
。
同
六
年

（
一
九
九
四
）『
新
修
倉
敷
市
史
』
が
発
行
さ
れ
、
同
十
七
年（
二
〇
〇
五
）
に
全
十
三
巻
が
完
結
し
た
。
執
筆
者
に
よ

り
組
織
さ
れ
た
倉
敷
市
史
研
究
会
の
部
会
ご
と
に
討
議
さ
れ
た
提
出
原
稿
は
、
編
さ
ん
室
の
職
員
が
史
料
に
基
づ
い

て
点
検
を
し
、
正
確
が
期
さ
れ
た
。
史
料
編
、
通
史
編
に
大
別
さ
れ
、
お
互
い
の
関
連
も
取
ら
れ
、
自
治
体
史
と
し

て
は
出
色
の
で
き
に
な
っ
て
い
る
。

最
新
の
研
究
で
は
、
市
史
編
さ
ん
実
務
を
担
当
し
た
山
本
太
郎
著『
近
世
幕
府
領
支
配
と
地
域
社
会
構
造
』（
平
成

二
十
二
年
）
が
貴
重
で
あ
る
。
岡
山
大
学
、
倉
敷
市
所
蔵
小
野
家
文
書
、
大
橋
貞
吉
家
文
書
な
ど
を
精
査
、
分
析
し
、

美
作
か
ら
備
中
、
讃
岐
、
伊
予
に
及
ん
だ
倉
敷
代
官
所
領
の
支
配
の
仕
組
み
の
特
色
を
実
証
し
て
い
る
。
ま
た
、
吉よ
し

原は
ら

睦む
つ
む

著『
倉
敷
美
観
地
区
―
歴
史
と
民
俗
―
』（
同
二
十
三
年
）
は
寺
社
、
年
中
行
事
を
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
倉
地

克
直
・
山
本
太
郎
・
吉
原
睦
著『
絵
図
で
歩
く
倉
敷
の
ま
ち
』（
同
二
十
三
年
）
は
江
戸
時
代
の
絵
図
と
現
在
の
姿
を

対
照
さ
せ
、
カ
ラ
ー
写
真
を
多
用
し
、
分
り
や
す
く
正
確
な
案
内
を
し
て
い
る
。

　
　
（
表
１
）『
倉
子
城
』な
ど
へ
の
こ
の
地
に
か
か
わ
る
主
な
郷
土
史
執
筆
者

『倉敷春秋』創刊号『新修倉敷市史』

池
内
節
光　
　

井
上
賢
一　
　

井
上
雄
風　
　

小
野
一
臣　
　

小
野
敏
也　
　

河
原　

近

黒
川
清
一　
　

千
田
英
夫　
　

中
村　

哲　
　

浜
田
初
男　
　

原
田
和
美　
　

間
壁
忠
彦

三
宅
敏
夫　
　

森　
　

章　
　

森
田
平
三
郎　

森
脇
正
之　
　

安
原
秀
魁　
　

芳
本
重
次
郎
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くらしき・水夫屋敷

〈
前
近
代
〉

く
ら
し
き

伝
建
地
区
は
戦
国
時
代
末
ま
で
海
で
あ
り
、
今
の
鶴
形
山
は
小
さ
い
島
で

あ
っ
た
。

天
正
期（
一
五
七
三
〜
一
五
九
二
）宇う

喜き

多た

家
に
よ
り
、
早
島
か
ら
帯
江
間
に

潮
止
め
堤
防
が
築
か
れ
た
。
宇
喜
多
堤
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
初

期
の
元
和
期（
一
六
一
五
〜
一
六
二
四
）
に
か
け
て
、
干
拓
、
開
発
が
進
み
、
海

は
平
野
に
な
っ
た
。
そ
の
干
潟
は
阿あ

知ち

潟が
た

と
呼
ば
れ
た
。小
さ
な
島
は
山
と
な
り
、

そ
の
南
側
や
、
児
島
湾
に
通
じ
る
汐し
お

川か
わ（
現　

倉
敷
川
）
の
回
り
に
人
々
が
住
み

つ
い
た
。

こ
の
集
落
は
、
く
ら
し
き
と
呼
ば
れ
た
。
地
名
の
由
来
は
よ
く
分
ら
な
い
。

倉
敷
と
は
、
そ
の
こ
ろ
、
荘
園
や
公
領
か
ら
領
主
へ
納
め
る
年
貢
な
ど
の
貢
納

物
を
保
管
す
る
倉
庫
の
敷
地
を
指
し
た
。

新
見
荘
の
史
料
の
永
禄
期（
一
五
五
六
〜
一
五
七
〇
）
に「
く
ら
し
き
」
が
見
え

る
。
そ
れ
を
直
ち
に
、
わ
が
倉
敷
と
は
決
め
に
く
い
。

天
正
期（
一
五
七
三
〜
一
五
九
二
）
の
小
早
川
隆
景
の
書
状
に「
蔵
敷
」
が
見
え

る
。
そ
の
こ
ろ
、
宇
喜
多
家
と
戦
っ
て
い
た
毛
利
家
が
、
今
の
鶴
形
山
辺
り
に
兵
站
補
給
地
を
置
き
、
蔵
敷
と
呼
ん

だ
よ
う
だ
。

江
戸
時
代
初
め
、
慶
長
十
四
年（
一
六
〇
九
）水か

夫こ

屋
敷
の
記
録
に「
倉
敷
」
が
見
え
る
。
こ
の
地
が
確
実
に
倉
敷

と
表
わ
さ
れ
る
最
初
で
あ
る
。
人
口
は
六
百
人
か
ら
八
百
人
と
推
定
さ
れ
る
。

元
和
期（
一
六
一
五
〜
一
六
二
四
）
に
は
、
倉
や
船
の
倉
も
建
て
ら
れ
、
水か

夫こ

・
船ふ
な

倉ぐ
ら

屋
敷
を
中
心
に
町
並
み
が

作
ら
れ
た
。
他
村
か
ら
の
移
住
者
も
増
え
た
。

関
ヶ
原
の
戦
の
後
、
倉
敷
は
備
中
国
奉
行
小
堀
政ま
さ

次つ
ぐ

、
政ま
さ

一か
ず（

号　

遠え
ん

州し
ゅ
う）

に
支
配
さ
れ
た
。

元
和
三
年（
一
六
一
七
）
か
ら
備
中
松
山
藩
池
田
長な
が

幸よ
し

、
長な
が

常つ
ね

に
支
配
さ
れ
た
後
、
寛
永
十
九
年（
一
六
四
二
）、

幕
府
領
に
な
っ
た
。（
表
２
参
照
）

古こ

新し
ん

田で
ん

や
、
後ご

新し
ん

田で
ん

な
ど
が
開
発
さ
れ
、
新
田
を
併
せ
持
つ
村
に
な
る
。
行
政
上
は
村
で
あ
り
、
住
民
の
中
心
は

百
姓
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
町
並
み
の
あ
る
町ち
ょ
う

で
あ
り
、
住
民
の
多
く
は
商
工
業
を
営
む
町
ち
ょ
う

人に
ん

で
あ
っ
た
。

元
禄
八
年（
一
六
九
五
）
の
町
ち
ょ
う

委い

細さ
い

帳ち
ょ
うに

は
、
前
年
の
調
査
で
石
高
千
八
百
八
石
、
か
ま
ど
数
九
百
十
二（
家
数

五
百
九
十
八
）、
人
口
二
千
八
百
七
十
四
人
と
あ
り
、
大
村
に
な
っ
て
い
る
。

水か

夫こ

屋や

敷し
き

江
戸
時
代
初
め
、
こ
の
地
に
は
児
島
湾
へ
通
じ
る
汐し
お

川か
わ

が
あ
り
、
そ
の
川
辺
に
水か

夫こ

屋や

敷し
き

が
建
て
ら
れ
た
。
水
夫

（表2）倉敷村の領主
西　暦 年　号 領　主
1600 慶長　5 幕府領 備中国奉行　小堀正次　政一（遠州）
1617 元和　3 備中松山領 大名　池田長幸　長常
1642 寛永　19 幕府領 代官　米倉重種　他
1683 天和　3 庭瀬藩領 丹波亀山城主　久世重之
1697 元禄　10 丹波亀山藩領 丹波亀山城主　井上正岑
1702 元禄　15 幕府領 代官　大草正清　万年頼忠
1710 宝永　7 駿河田中藩領 代官　内藤弌信（かずのぶ）
1721 享保　6 幕府領 代官　遠山重祐　他

以後幕末まで同領
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水夫屋敷

と
は
船
乗
り
、
屋
敷
と
は
検
地
で
田
や
畠
で
は
な
い
住
民
の
居
住
地
を
指
し
た
。
小
屋
掛
け
の
よ
う
な
家
が
並
ん
で

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

水
夫
は
、
日
頃
は
暮
ら
し
に
要
る
物
資
を
運
ん
だ
。
文
禄
・
慶
長
の
役
に
動
員
さ
れ
た
と
も
伝
わ
る
。
大
坂
の
陣

や
島
原
の
乱
に
は
、
幕
府
の
軍
事
米
や
物
資
を
運
ん
だ
。
そ
の
た
め
水
夫
屋
敷
は
年
貢
を
納
め
な
く
て
よ
か
っ
た
。

江
戸
中
期
、
倉
敷
村
は
内
海
の
主
な
航
路
か
ら
外
れ
、
水
夫
の
役
割
は
小
さ
く
な
っ
た
。
水
夫
屋
敷
へ
地
子
銀
も

か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
家
は
し
っ
か
り
し
た
も
の
に
建
て
替
え
ら
れ
、
商
人
・
職
人
が
住
み
着
い
た
。
こ
れ
が

倉
敷
の
町
並
み
の
原
形
に
な
っ
た
。

町
の
動
脈
は
汐
川
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
初
め
、
そ
れ
ま
で
の
澪み
お

を
利
用
し
、
高
梁
川
か
ら
用
水
を
引
き
、
元
和

期（
一
六
一
五
〜
一
六
二
四
）
に
舟
を
通
す
川
と
し
て
作
ら
れ
た
。
寛
文
期（
一
六
六
一
〜
一
六
七
三
）
に
は
川
幅
が

村
内
で
は
三
〜
十
間
半
と
定
め
ら
れ
る
。

元
禄
期（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
に
は
水
運
が
盛
ん
に
な
る
。
米
、
雑
穀
、
大
豆
、
小
豆
、
綿
実
、
繰
り
綿
な

ど
が
積
み
出
さ
れ
、
干ほ
し
か鰯
、
竹
木
、
薪
、
炭
、
塩
、
藁
、
果
物
、
小
間
物
、
荒
物
な
ど
が
運
び
込
ま
れ
た
。
今
の
美

観
地
区
の
川
沿
い
は
そ
れ
ら
を
積
み
卸
し
た
作
業
場
で
、
雁が
ん

木ぎ

が
作
ら
れ
た
。

年
貢
米
は
児
島
郡
天
城
村
ま
で
小
舟
で
運
ば
れ
、
積
み
替
え
ら
れ
て
同
郡
郡
村
ま
で
中
型
船
で
運
ば
れ
た
。
そ
こ

で
さ
ら
に
大
型
船
に
積
み
替
え
ら
れ
、
大
坂
や
江
戸
へ
も
た
ら
さ
れ
た
。

年
と
共
に
川
は
埋
も
れ
た
。
享
保
期（
一
七
一
六
〜
一
七
三
六
）
か
ら
浚
渫
を
幕
府
に
願
っ
た
け
れ
ど
認
め
ら
れ

な
い
。
そ
の
た
め
、
安
永
期（
一
七
七
二
〜
一
七
八
一
）以
降
、
村
の
総
力
で
川
ざ
ら
え
が
行
わ
れ
た
。
下
流
の
他

領
の
村
が
付
け
洲
を
作
り
、
川
幅
が
狭
く
な
る
た
め
紛
争
が
絶
え
な
か
っ
た
。

宝暦3年（1753）村絵図（倉敷市所蔵小野家文書）

水夫屋敷図（倉敷市所蔵小野家文書）

宝永7年（1710）倉敷村屋敷割絵図
（倉敷市所蔵小野家文書）
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村の寺社

村
の
寺
社

元
禄
期（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
の
倉
敷
村
に
は
、
七
寺
、
七
堂
、
十
七
社
が
あ
り
、
山
伏
が
八
人
い
た
。

七
寺
と
は
、
誓
願
寺（
浄
土
宗
）、
南
之
坊（
浄
土
真
宗
）、
本
栄
寺（
日
蓮
宗
）、
観
龍
寺（
真
言
宗
）、
観
音
坊（
同
）、

清
鏡
寺（
同
）、
地
蔵
院（
同
）
で
あ
る
。
そ
の
後
、
玉
泉
寺（
真
言
宗
）、
長
連
寺（
曹
洞
宗
）
が
建
て
ら
れ
た
。
南

之
坊
は
後
に
教
善
寺
と
改
称
し
、
安
永
期（
一
七
七
二
〜
一
七
八
一
）、
現
在
地
へ
移
転
し
た
。
観
音
坊
、
清
鏡
寺
、

玉
泉
寺
は
現
存
し
な
い
。

七
堂
は
地
蔵
堂
等
、
十
七
社
は
惣
堂
大
明
神
社
等
の
小
社
、
山
伏
八
人
は
、
天
台
宗
本
山
派
五
人
、
真
言
宗
当
山

派
三
人
で
あ
る
。
村
内
に
は
小
神
社
が
多
く
あ
り
、
山
伏
も
活
躍
し
た
。

村
の
産う
ぶ

土す
な

神が
み
と
し
て
は
妙
み
ょ
う

見け
ん

宮ぐ
う

が
あ
っ
た
。
も
と
も

と
は
観
龍
寺
の
鎮
守
で
あ
り
、
同
寺
の
南
下
手
、
今
の

駐
車
場
辺
り
に
小
社
が
あ
っ
た
。
北
辰
妙
見
説
に
よ
り
、

北
極
星
の
本
地
と
さ
れ
た
妙
み
ょ
う

見け
ん

菩ぼ

薩さ
つ

を
祀
り
、
村
の
有

力
者
が
宮み
や

の
当と
う

人に
ん

と
し
て
管
理
し
た
。
ま
た
、
木ゆ
た
す
き

綿
襷

と
呼
ば
れ
た
当
番
が
毎
年
交
代
で
祭
祀
を
受
け
持
っ
た
。

元
和
期（
一
六
一
五
〜
一
六
二
四
）、
観
龍
寺
が
別

当
と
し
て
祭
祀
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
後
、
寺
の
東
の

山
上
に
本
社
が
建
て
ら
れ
、
拝
殿
も
で
き
た
。
境
内
と

神
田
に
は
年
貢
が
か
か
ら
な
い
。

元
禄
期
、
神
輿
が
作
ら
れ
、
九
月
一
日
の
祭
り
に
そ

れ
が
村
内
を
巡
行
す
る
神
事
行
列
も
始
ま
っ
た
。

中
後
期
、
そ
れ
は
行
列
も
整
い
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

そ
こ
に
は
素す

隠い
ん

居き
ょ

が
同
行
し
た
。
普
通
の
隠
居
と
の
意

味
で
、
じ
い
さ
ん
、
ば
あ
さ
ん
の
面
を
か
ぶ
る
若
者
を

い
う
。
戎
町
の
沢
屋
善
兵
衛
夫
妻
が
年
を
取
り
参
列
で

き
な
く
な
っ
た
の
で
代
参
さ
せ
た
と
伝
わ
る
。
面
の
形

か
ら
、
じ
じ
・
ば
ば
、
ら
っ
き
ょ
う
と
も
呼
ば
れ
、
そ

の
う
ち
わ
で
た
た
か
れ
る
と
賢
く
な
る
そ
う
だ
。

寛
延
三
年（
一
七
五
〇
）、
本
社
が
再
建
さ
れ
た
。

妙
見
菩
薩
も
開
眼
さ
れ
、
妙
見
宮
は
村
の
氏
神
と
し
て

祀
ら
れ
る
。
本
社
の
あ
る
山
は
妙
み
ょ
う

見け
ん

山や
ま

ま
た
宮み
や

山や
ま

と
呼

ば
れ
た
。

天
明
元
年（
一
七
八
一
）
に
は
祭
り
に
檀
尻
が
登
場

す
る
。
寛
政
期（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一
）
に
は
三
代

の
代
官
が
灯
籠
を
寄
進
し
て
い
る
。

幕
末
に
は『
備
中
誌
』
で
、
実
に
こ
の
国
の
一
大
祭

観龍寺

長連寺教善寺誓願寺

本栄寺 地蔵院
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で
あ
る
と
、
そ
の
祭
り
が
評
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
は
人
々
は
ど
こ
か
の
寺
院
に
檀
家
と
し
て
属
し
た
。
檀だ
ん

那な

寺で
ら

は
檀だ
ん

家か

が
キ

リ
ス
ト
教
徒
や
日
蓮
宗
不ふ

受じ
ゅ

不ふ

施せ

派は

で
は
な
い
こ
と
を
請
け
負
っ
た
。
出
生
、
奉
公
、
旅

行
、
結
婚
、
移
住
な
ど
に
よ
る
出
入
り
、
死
亡
が
宗
門
帳
に
記
録
さ
れ
た
。
人
々
を
支
配

す
る
働
き
の
一
端
を
寺
は
担
っ
て
い
た
。

元
禄
期（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）石
塔
墓
が
造
ら
れ
だ
す
。
享
保
期（
一
七
一
六
〜

一
七
三
六
）
に
は
、
年
忌
、
命
日
法
要
の
た
め
、
過
去
帳
が
作
ら
れ
、
仏
壇
が
広
ま
る
。

寺
と
人
と
は
先
祖
供
養
と
葬
式
を
通
じ
て
結
ば
れ
、
寺
は
檀
家
の
菩
提
所
と
な
り
、
寺
参

り
は
墓
参
り
と
同
じ
意
味
に
な
っ
た
。
ま
た
、
寺
は
集
会
の
場
で
情
報
が
交
わ
さ
れ
た
。

除
風
と
元
禄
俳
壇

元
禄
期（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）松
尾
芭
蕉
の
門
人
の
各か

務が
み

支し

考こ
う

ら
が
倉
敷

に
来
て
、
蕉
風
の
俳
諧
を
広
め
た
。
地
元
で
は
除じ
ょ

風ふ
う

が
活
躍
し
た
。

賀か

陽よ
う

郡ぐ
ん

八や

田た

部べ

村む
ら（

現
総
社
市
）出
身
の
真
言
宗
の
僧
侶
で
、
本
町
弓ゆ

場ば

の
清

鏡
寺
に
住
ん
で
い
た
。
こ
の
寺
の
跡
へ
、
今
は
祇ぎ

園お
ん

社し
ゃ

が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

元
禄
中
期
、
除
風
は
都つ

宇う

郡ぐ
ん

下し
も

庄し
ょ
う

村む
ら

の
南か
ぼ
ち
ゃ
あ
ん

瓜
庵
へ
移
る
。
滞
在
十
年
。
そ
の

間
に
、
句
集『
青
む
し
ろ
』
を
編
み
、
同
庵
西
の
四
つ
堂
前
に
芭
蕉
墓
を
建
て
、
奉
納
句
を
収

め
千
句
塚
と
し
た
。
除
風
の
影
響
で
倉
敷
村
の
庄
屋
、
紀
国
屋
小
野
家
に
俳
人
が
続
出
し
た
。

ま
ず
、
露ろ

堂ど
う

、
名
は
助
右
衛
門
。
分
家
し
て
野
田
屋
。
宝
永
三
年（
一
七
〇
六
）三
月
、

支
考
が
主
催
し
た
京
都
で
の
芭
蕉
十
三
回
忌
に
除
風
と
共
に
参
列
し
、芭
蕉
木
像
を
求
め
た
。

涼
し
さ
や
　
小
石
を
つ
た
ふ
　
遠
干
潟
　
　
露
堂

つ
い
で
素そ

秋し
ゅ
う。

露
堂
の
弟
で
名
は
孫
太
夫
。
句
集
に『
桃も
も

の
寝ね

覚ざ
め

』

鳥
洗
ふ
　
飛
汁
か
か
る
　
す
み
れ
か
な
　
　
素
秋

ま
た
、
柷き

邑ゆ
う

が
出
る
。
露
堂
の
子
で
二
代
目
助
右
衛
門
。
後
、
野
田
屋
十
郎
左
衛
門
貫
雄
を
名
乗
る
。

闇
け
れ
ど
　
に
ほ
ひ
を
追
ふ
て
　
梅
の
花
　
　
柷
邑

そ
の
弟
に
稚ち

志し

が
い
る
。
名
は
諸も
ろ

雄お

。
後
、田
辺
屋
権
右
衛
門
ま
た
、伊
予
屋
泰
夏
を
称
す
る
。
和
歌
も
好
く
し
た
。

涼
風
の
　
何
処
を
そ
よ
ぐ
や
　
暮
の
月
　
　
稚
志
　

小
野
家
以
外
に
は
、
大
島
屋
簔さ

里り

。
名
は
重
右
衛
門
。

磯
ち
か
き
　
夕
日
に
け
し
の
　
乱
哉
　
　
簔
里

そ
の
他
、
蔦つ
た

屋や

岡
家
に
故こ

構こ
う

、
紙か
み

屋や

武た
け

部べ

家
に
青せ
い

楮ち
ょ

ら
が
い
た
。

素隠居面清鏡寺の石段下庄の四つ堂


